
別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 自主防災組織基盤強化事業 決算額

視点

事業名 フラワーロード花壇整備事業 決算額

視点

事業名 地域イベント開催支援事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

 佐山地区地域づくり協議会

　地域の住民や各種団体等が相互に協力・連携することにより、コミュニティ意識を高め、地域全体で
課題の解決に取り組み、安心して暮らせる地域づくりを目指します。

①
地域内の防災意識及び防災組織力の向上

29,722円

②
地域内の環境美化と世代間の交流

171,819円

③
地域内交流の充実と文化体育行事の活性化

250,447円

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①　地域住民全員を対象とした「総合防災訓練」を実施したことで地域住民の自主防災意識を高
めるとともに、自治会内での安否確認や避難行動の支援、自主防災本部との連携等、災害時に
おける自主防災組織の対応を確認することができました。併せて今回は県の総合防災訓練と合同
で訓練を実施したことにより、地元企業との連携や企業施設への避難経路の確認など、いつもより
多くの経験を積むことができました。また恒例事業として、小学４年生を対象とした「防災体験学
習」を開催し、紙芝居やＤＶＤを使って説明したり、非常の防災用品を展示したりと、例年わかりや
すく説明することで、子どもたちに防災の重要性を説くことができました。
　今後も、自治会や行政と連携しながら、避難訓練をはじめ、「トランシーバー交信訓練」、「防災
体験学習」を継続実施、隔年ごとに「総合防災訓練」と「防災先進地視察研修」を開催して、地域
住民の自主防災意識を高め、災害に強い組織づくりを図ります。

②　佐山の玄関口となる国道１９０号沿いの「フラワーロード佐山」の花壇に、赤や青のビオラ、赤
や白の芝桜をたくさん植え付けることで、道行く車両の方々に美しい風景を提供することができま
した。また、今年度も小学３年生の環境学習として「花の植え付け体験」を実施し、実際に子どもた
ちと「フラワーロード佐山」の花壇づくりを一緒にやることで、環境美化への意識付けをすることが
できました。
　今後も、「子どもたちの植え付け体験」を継続し、地域内の環境美化と、世代間交流の場となる
花壇づくりを行います。

③　恒例行事となった夏祭り「さゃま～フェス」を文化体育部会主催で開催し、青壮年部や子ども
会、PTA等の地域団体も加わり、地域住民の多世代交流の場をつくり、文化体育行事の活性化を
図ることができました。
　今後も行政や地域団体等と連携しながら、子どもから大人までの幅広い年齢層の地域内交流を
促進するための地域イベントを支援します。

　今後も、行政や地域団体等と連携しながら、佐山の暮らしを良くするための「第４次佐山
地区地域づくり・福祉活動計画（令和４～８年度）」を地域全体で着実に実行することで、
子どもから大人までの幅広い年齢層の交流を図り、地域の中で人と人をつなぎ、安全安心で
住みやすい地域をつくります。



５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

4,518,598円

（事務員等の雇用人数）　事務局長１名、事務局員１名

（運営費の主な内容）　事務局職員人件費、事務費、会議費ほか

（成果・評価）
　年間を通して、円滑な事務局運営を行うことができました。

（成果・評価）
　広報紙の作成にあわせて、ホームページ（ブログ）を更新したことで、地域住民へのさ
らなる周知を図ることができました。

（今後に向けて）
　今後も、広報紙とホームページ（ブログの更新）を併用し、地域住民に広く、地域内の
話題やイベント、地域づくり協議会の活動内容等を周知します。

地域活性化交流活動推進事業

135,987円

（今後に向けて）
　今後も、各部会を中心に、行政や地域団体等と連携し、円滑な事務局運営を行いま
す。

地域づくり協議会だより発行事業

187,550円

（実施内容）
　広報紙「地域づくり協議会だより」の年３回発行に加え、ホームページ（ブログの更新）
も活用し、地域住民に地域内の話題やイベント、地域づくり協議会の活動内容等を周知
しました。

（実施時期）　年３回（６月・７月・１月）

（参加人数）　１０人（協議会関係者等）

（実施内容）
　地域の若者（青壮年層）によるイベント企画会議等、地域づくり協議会への青壮年層の
参画や、次世代の担い手育成、地域活性化につながる交流活動を推進しました。

（参加人数）　　４６人

（成果・評価）
　文化体育部会の青壮年層を中心に、「さゃま～フェス（夏祭り）」や「クリスマスイルミ
ネーション」、「小正月祭（どんど焼き・七草がゆ）」等、文化体育行事の活性化を図る交
流イベントの企画会議を開催することができました。

（今後に向けて）
　今後も、地域づくりの担い手となる若手人材を養成するため、青壮年層を対象とした研
修会や交流会、イベント企画会議等を開催します。

（実施時期）　令和７年7/1、7/4、7/18、8/1、8/22、8/23、令和８年1/8、3/26



事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）
　地域内の話題やイベント、行政情報等の地域情報のメール発信を行い、地域振興に
つながる活動を推進しました。

（実施時期）　通年

（参加人数）　２０３人

（成果・評価）
　メール配信サービスにより、地域内の話題やイベント、行政情報等をいち早く地域住民
に知らせることができました。

（今後に向けて）
　今後も、地域情報のメール発信や歴史説明看板の設置を継続することで、イベント開
催のお知らせや歴史の紹介等、地域振興につながる活動を推進します。

（参加人数）　　　　　　1,192人（利用者）

（成果・評価）
　阿知須方面への「買物・病院便」の運行により、交通弱者への生活支援と、コミュニティ
タクシーのさらなる充実を図ることができました。

（今後に向けて）
　今後も、コミュニティタクシーを活用した地域外への運行を継続し、交通弱者の日常生
活を支える交通手段を確保します。

地域振興活動推進事業

55,000円

873,440円

（実施内容）
　コミュニティタクシーと連携して、地域外（阿知須）への「買物・病院便」を週３回運行し、
地域内の交通弱者の日常生活を支援しました。

（実施時期）　週３回（月・水・金）

買物・病院便運行事業



事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　４８人

（成果・評価）
　「体調チェックサポート講座」では、保健師や栄養管理士からのアドバイスを受けなが
ら、栄養バランスの良い簡単調理や試食が行われました。また「健康チェック機器体験
会」により参加者の血管年齢等のチェックが行われ、食生活の改善と健康づくりに取り組
んでいただきました。

健康づくり活動推進事業

13,813円

（実施時期）　令和７年5月２５日、6月８日、9月９日、１２日、令和８年１月２５日

（実施内容）
　自主防災会を中心に「総合防災訓練」や「トランシーバー交信訓練」、小学４年生の
「防災体験学習」を行いました。

29,722円

（実施内容）
　高齢者の健康増進と元気づくり活動ということで「体調チェックサポート講座」を開催し
ました。また「健康チェック機器体験会」や「ストレッチ体操教室」を実施。地域の健康づく
り活動（元気な長寿地域づくり）を推進しました。
　※「秋のウォーキング大会in佐山」は荒天中止。

（実施時期）　令和７年７月３日、令和８年１月２９日

（今後に向けて）
　今後も、行政や地域団体等と連携し、「ウォーキングイベント」」や「健康教室」等を継続
することで、健康づくり活動（元気な長寿地域づくり）を推進します。

自主防災組織基盤強化事業

（参加人数）　２３９人

（成果・評価）
　地域住民全員を対象とした「総合防災訓練」を実施したことで地域住民の自主防災意
識を高めるとともに、自治会内での安否確認や避難行動の支援、自主防災本部との連
携等、災害時における自主防災組織の対応を確認することができました。併せて今回は
県の総合防災訓練と合同で訓練を実施したことにより、地元企業との連携や企業施設へ
の避難経路の確認など、いつもより多くの経験を積むことができました。
　また恒例事業として、小学４年生を対象とした「防災体験学習」を開催し、紙芝居やＤＶ
Ｄを使って説明したり、非常の防災用品を展示したりと、例年わかりやすく説明すること
で、子どもたちに防災の重要性を説くことができました。

（今後に向けて）
　今後も、自治会や行政と連携しながら、避難訓練をはじめ、「トランシーバー交信訓
練」、「防災体験学習」を継続実施、隔年ごとに「総合防災訓練」と「防災先進地視察研
修」を開催して、地域住民の自主防災意識を高め、災害に強い組織づくりを図ります。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）
　今後も、自治連合会や地域団体等と連携しながら、通学路等の安全を点検し、危険箇
所にカーブミラーや交通安全啓発看板の設置等、必要な交通安全対策を実施します。

0円

（実施内容）
　登下校時の子どもたちを交通事故や犯罪から守る「子ども見守り隊」の活動を支援しま
した。

（成果・評価）
　「佐山地区子ども見守り隊」や「佐山地区交通安全対策協議会」等と連携し、通学路等
での立哨や安全点検を実施したことで、登下校時の子どもたちを見守ることができまし
た。

子ども見守り事業

（今後に向けて）
　今後も、地域団体等と連携し、通学路等での立哨や安全点検を実施することで、登下
校時の子どもたちの安全安心を確保します。

（実施時期）　通年

（参加人数）　６５人（協議会関係団体等）

交通安全対策事業

0円

（実施内容）
　地域から要望があった通学路や交差点等の危険箇所に、必要な交通安全対策を実施
しました。

（実施時期）　通年

（参加人数）　１０人（協議会関係者等）

（成果・評価）
　自治連合会や交通安全対策協議会、小学校ＰＴＡと連携し、地域内の危険箇所に路
面標示や啓発看板による安全対策を実施したことで、交通事故の防止につながり、地域
の安全性の向上を図ることができました。



（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）
　地域から要望があった生活道路や水路の補修等、法定外公共物に係る土木工事（７ヵ
所）を実施しました。

土木工事

3,451,000円（土木工事分2,623,000円,ソフト事業より流用828,000円）

（実施時期）　通年

（参加人数）　４０人（協議会関係者等）

（実施内容）
　「フラワーロード佐山」を中心に、国道１９０号線沿いの花壇づくりや、小学３年生の「花
の植え付け体験」を行いました。

（実施時期）　通年

（参加人数）　２36人

（成果・評価）
　佐山の玄関口となる国道１９０号線沿いの「フラワーロード佐山」の花壇に、ポーチュラ
カや芝桜をたくさん植え付けることで、道行く車両の方々に美しい風景を提供することが
できました。
　また、今年度も小学３年生の環境学習として「花の植え付け体験」を実施し、実際に子
どもたちと「フラワーロード佐山」の花壇づくりを一緒にやることで、環境美化への意識付
けをすることができました。

（今後に向けて）
　今後も、「子どもたちの植え付け体験」を継続し、地域内の環境美化と、世代間交流の
場となる花壇づくりを行います。

（成果・評価）
　生活道路の陥没補修や水路の補修等、法定外公共物に係る土木工事を実施したこと
で、日常生活の利便性、安全性の向上を図ることができました。

（今後に向けて）
　今後も、各自治会長を中心とした要望箇所の取りまとめにより、法定外公共物に係る土
木工事を実施します。

フラワーロード花壇整備事業

171,819円



事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）
　今後も、「フラワーロード佐山」の花壇づくり研修を継続し、「花壇交流広場」の活用によ
る世代間交流を促進します。

113,609円

（実施内容）
　地域内の環境美化のため、「佐山地区環境衛生委員会」を中心に、地域全体で取り組
むごみ拾い「ごみゼロ大作戦」や、国道１９０号線に隣接する「どんぐりの森」周辺の草刈
り清掃を行いました。

（実施時期）　令和７年５月１７日、７月１２日、７月１９日

（参加人数）　１８人

（成果・評価）
　昨年に引き続き開催された「バス視察研修」では、福岡・糸島方面へ向かい、その中で
福岡市動植物園を訪問し、ガイドさんから花の栽培方法について役立つ有意義な説明
を聞くことができ、会員にとってのスキル向上につながりました。

地域環境整備事業

（参加人数）　７１７人

（成果・評価）
　佐山地区全域を対象として、「ごみゼロ大作戦」を開催し、自治会や「川西中ボランティ
アサークルきずな」、「子ども会」、さらに山口と宇部テクノパークの企業の方々の参加に
よって、環境美化による「おもてなし精神」を伝承しながら、参加者の環境美化意識を高
めることができました。
　また今年度も「どんぐりの森」周辺の草刈を２回実施し、国道１９０号線付近のごみ拾い
を始めとした環境美化を心がけることによって、佐山を通行する方々の印象を良くしま
す。

（今後に向けて）
　今後も、地域団体等と連携し、国道１９０号線沿いのごみ拾いや草刈等の環境美化清
掃を実施することで、地域内の環境美化と、佐山のイメージアップを図ります。

フラワーロード研修・交流広場整備事業

250,790円

（実施内容）
　地域のボランティア組織「フラワーロード佐山」が芝桜の花壇を整備するにあたって、花
壇づくりの技術を磨くことを目的とした「バス視察研修」を行いました。また交流広場の整
備も行います。

（実施時期）　令和７年１０月２１日



事業名

事業費

事業概要 （参加人数）　3,225人

（成果・評価）
　「さゃま～フェス」と称した夏祭りイベントとして、青壮年部や子ども会、ＰＴＡ等の複数の
地域団体が加わり、文化体育部会の主催として開催、地域住民の多世代交流の場をつ
くり、文化体育行事の活性化を図ることができました。

（今後に向けて）
　今後も、行政や地域団体等と連携しながら、子どもから大人までの幅広い年齢層の地
域内交流を促進するための地域イベントを支援します。

地域イベント開催支援事業

（実施内容）
　文化体育部会の青壮年層（青壮年部、子ども会、ＰＴＡ、コミスポ）が中心になって企画
した、多世代交流イベント（さゃま～フェス、さやま小正月祭、三世代交流ボウリング大
会）の開催費用等を支援しました。

250,447円

（実施時期）　令和７年５月３１日、８月３０日、１１月２日、１２月７日、

　　　　　　 　　令和８年１月１０日、２月２３日


